
学番 中等２

学校自己評価表（報告）

教務
学力の伸長・キャ
リア教育の充実

A

全員の進路希望
の実現

A

公共心・規範意識
の育成、人権教育
の充実

B

心身鍛錬の充実 A

学校ＰＲの充実 Ｃ

進路指導 B

B

B

B

A B

A

B

A

B

生徒指導 B

C

B

A

B

A

A

公共心・規範意識
の育成

いじめゼロ いじめ件数ゼロ。

交通安全指導の徹底・交通事故ゼロ 警察が扱う自転車の交通事故件数ゼロ。

B

不登校ゼロ 不登校３０日以上がゼロ。

明るく元気な挨拶が飛び交う学校づくり
「あいさつに関するアンケート」で「自分から挨拶をする」が７０％以
上。

清掃活動の充実 環境福祉委員会の清掃状況調査結果で達成率が８０％以上。

遅刻指導の徹底・遅刻ゼロ 遅刻者ゼロの日数が各月、授業日の９０％以上。

服装・身だしなみ指導の徹底
風紀委員会の朝の調査で、各学年正しい服装の生徒が９０％以
上。

学力の伸長・キャ
リア教育の充実

6年間を見通した進路指導計画を作成し，実践する。 学年ごとの年間計画を生徒に提示し，すべてを確実に実行する。

学習到達度を測り，さらにそれを授業等の改善に活かす。

家庭学習調査を毎週行い，適切な指導を加えて家庭学習の定着を図る。

進路希望調査を実施し，希望に合わせた進路指導を行う。 調査結果を受けて，個別の進路指導を最低でも年２回行う。

キャリア教育を見据えた指導内容を各学年部と協力し，実践する。
キャリア形成に関する講演，体験学習等を発達段階に応じて計画
的に行う。

進路講演会，高大連携，職業理解教育など，生徒に適切な進路情報を提示する。
生徒が自身の適性や興味・関心を理解し，進路決定できるように
する。

土曜講座，課外学習，学習合宿などを行い，生徒の学力向上に努める。
80％以上の生徒が有意義に感じ，学力が向上したと感じる指導を
する。

全国模試等を実施し，生徒の学習到達度を客観的に測る。

目標とする家庭学習時間に到達していない生徒を指導し，達成者
の割合を高める。

授業アンケートの結果を分析し，授業公開・相互評価を行い，指導力の向上に努める。 アンケートや公開授業の感想等を分析し，授業改善に努める。

学年便りなどを通して，生徒，保護者の進路意識啓発と情報提供を行う。 時機を得た進路情報を発する。

・中高一貫教育校の強みを活かした長期的な「総合的学習の時間」や学校行事の見直し
を継続して検討する。
・ＬＦPにおける課題研究活動、発表する活動の充実

・行事等の実施計画や実施後の総括をもとに、改善が必要と思わ
れる行事について見直し案を検討し提案をはかっていく。

・ＬＦＰに「海外研修旅行」をテーマとした課題研究、発表活動を
取り入れる。

A

長期休業中(夏・冬)の登校学習を実施し、生徒の学習への取り組み強化をはかる。
各学年部・教科と連携をはかり、生徒が効果的な学習が行われる
ように実施計画の立案をはかる。

・ＬＦＰの内容の充実と活動の定着化
・リーダーシップ、フォロアーシップの意識の定着
・思いやりの心やボランティア精神を育む。

・年間の活動で全員が必ずリーダーとフォロアーになる機会をつく
る。
・年間の活動の中に流れをつくり、班の絆をより深める。
・地域貢献活動の充実をはかる。

チャレンジウォークの運営面の改善をはかり，生徒の気力・体力の向上を目指す。
・各自が自分の限界に挑戦できる適切なコースづくり。
・事前指導の充実を図り、当日の業務に支障がないようにする。

学校のＰＲに効果的な見やすいＨＰとするため，レイアウト等の改善をはかる。
・学校のＰＲとして効果的な行事などの情報を、迅速に掲載する。
・定期的に更新をする。

志願児童は80人であった。
学校説明会は校外で2回、校内で2回実施し、小学校への訪問説明会は24校で実施した。

志願児童数の増加及び学校
ＰＲの充実

・志願児童数100人
・学校説明会及び小学校への訪問説明会の
充実
・学校ホームページの活用

分掌 重点目標 具体的目標 具体的方策 評 価

大学等進学率87.5％、達成率91.3％、国公立大学進学率38.9％、難関大学進学率5.6％であった。 全員の進路希望実現 ・大学入試センター試験における国公立大
学型受験率90％以上
・国公立大学進学率50％以上
・難関大学進学率10％以上

「挨拶ゾーン」を設け、当番の生徒を割り当てて朝の挨拶運動を実施した。
ＬＦＰ（リーダーシップ・フォロアーシップ・プロジェクト）は8回実施した。

公共心・規範意識の育成及
び人権教育の充実
（高い倫理性の基礎づくり）

・いじめ発生件数ゼロ
・不登校生徒数ゼロ
・挨拶・清掃の励行
・自主的な時間管理（集会の5分前集合）
・ＬＦＰの充実
・人権学習の充実（人権教育・同和教育研
修会の実施）

北信越大会に陸上部、水泳部、ソフトテニス部が、全国大会に囲碁・将棋部、日本文化部（百人一首かる
た）が出場した。

心身鍛練及び健康管理の充
実（自己実現に必要な気力・
体力づくり）

・体力テストのＴスコア全学年50以上
・部活動加入率前期課程80％以上、後期課
程70％以上
・発達段階に応じた保健講座の充実
・チャレンジウォークで全員完歩

新潟県立柏崎翔洋中等教育学校

平成２６年度

学 校 運 営 計 画

学校運営方針

保護者・地域の期待に応え、豊かな人間性と創造力を身につ
け、国際的な視野をもち、社会や地域のリーダーを目指す生徒
を育成する。
そのために、「学校は学ぶところ」という基盤に立ち、明るく、た

くましい進学校として、次に掲げる資質を育む。
(1) 自立して生きるための基礎となる学力
(2) 他者と協力して生きるための豊かな心
(3) 自己実現のために必要な気力及び体力

平成２５年度の状況 今年度の重点目標 具体的目標
家庭学習時間の目標達成率は、前期課程67.0％、後期課程23.8％であった。
キャリア教育として、講演会、職場体験、社会研修旅行等を実施した。

学力の伸長及びキャリア教
育の充実
（中高一貫教育を生かし、優
れた専門性の基礎づくり）

・家庭学習時間の目標達成率100％
・課題提出率90％
・勤労観・職業観育成のための体験活動の
充実
・講演会の充実
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１学年 Ｂ

Ａ

公共心・規範意識
の育成

Ａ Ａ

キャリア教育の充
実

Ａ

学力の伸長・キャ
リア教育の充実

Ａ

２学年 B

B

公共心・規範意識
の育成

A A

キャリア教育の充
実

A

学力の伸長・キャ
リア教育の充実

A

３学年 C

B

A

D

B B

A

B

B

B

４学年 C

A

A

A

B

A

B

B

心身鍛練及び健康
管理の充実 A

５学年 C

A

B B

公共心・規範意識の
育成 A

心身鍛練及び健康
管理の充実 A

６学年 B

B

C

C

A

B

心身鍛錬の充実 C

欠席・遅刻・早退等のない学年・学級づくりを行う。 出席率99％以上。遅刻ゼロの日数が、各月授業日の９０％以上。

学力の伸長

学習計画を立て、教科ごとに目標を設定させて学力向上を図る。

大学等進学において、第1志望を実現するよう、面談や指導を行
う。

B

適切な学習計画を提示し、課題提出率が上がるよう、働きかけを
する

学習への動機付け。
全員卒業に向けて、学年末の欠点者が0人になるよう、細かく配慮
する。

自主自律による課題提出を促し、学習時間の伸長を図る。
９月末までに週45時間以上の学習を行った者が50％以上になるよ
う、記録表等で実態を把握する。少ない生徒には、励まし、増える
努力をさせる。

公共心・規範意識
の育成

遅刻・早退・欠席の防止 学年末出席率日数で98%以上になるように、学年で気をつける。

正しい制服の着用，教室の整理整頓・清掃など、高い規律を維持させる。
全員が達成できるよう、学年で、呼びかけ、違反者には、指導を与
える。

体育祭・翔洋祭の成功，チャレンジウォーク全員参加など、一丸となる人間関係を構築さ
せる。

全員が積極的に参加するよう、担任を中心に働きかける。

学力の伸長及び
キャリア教育の充実

「三点固定」指導を軸に望ましい生活習慣を確立させ、週３０時間の家庭学習を習慣化さ
せる。

「生活記録表」をもとに，家庭学習時間の目標を達成している生徒
が４５人（60％）以上。

社会研修旅行及び事前・事後学習を通じて、進路意識を明確にさせ、進路実現に向けた
態度を育成する。

志望校・志望分野決定者が100％

計画的な学習を行わせ、進路希望実現のための学力の育成に努める。 「進研模試」で偏差値58以上が３７人（50%)以上。

教育相談の充実を図り，いじめや不登校のない学級・学年づくり，集団づくりを行う。 「学校生活アンケート」，教員の見取り等で，いじめゼロ。

心身鍛錬及び健
康管理の充実

文武両道を目指し、積極的に部活動に参加する生徒を育成する。

部活動（社会体育も含む）加入率75％以上。

「心と体の健康アンケート」等で「部活（放課後）の時間が充実して
いる」が80％。

学力の伸長及び
キャリア教育の充実

「三点固定」指導を軸に基本的生活習慣・学習習慣を確立させる。

「生活記録表」をチェックし、生徒に家庭学習時間の目標達成を促
す。

B

課題提出率が90％以上となるよう、生徒に繰り返し粘り強く指導す
る。

将来の進路の参考となるよう、進路講演会を実施する。
生徒の意識を啓発する内容となるよう、計画・実施を行う。講演会
実施後に教員が内容等について評価する。

全員の進路希望実
現

進路学習の充実や文理選択の決定を通じて生徒の進路意識を明確にさせ，志望校決定
に結びつけさせる。

志望校・志望分野決定者が100％となるよう生徒に指導する。

「進研模試」で偏差値58以上が35人以上、偏差値50が50人以上に
なることを目指し、事前・事後の指導を行う。

公共心・規範意識
の育成

教育相談の充実を図り，いじめや不登校のない学級・学年づくり，集団づくりを行う。
生徒への指導や教員の見取り等で，いじめを防止する。「生徒アン
ケート」も実施する。

教室内の整理整頓・清掃活動の充実を通して，生徒の公共心を培う。
清掃を徹底するとともに、各クラスに整美係を設け、教室内の美化
に努めさせる。

服装・身だしなみ指導，規則の遵守を徹底する。 ＬＨＲやＳＨＲの時間を利用し、規則の順守について指導する。

知・徳・体のバランスのとれた生徒を育成する。
部活動の加入率70％以上を目安に、ＨＲで積極的な参加を呼びか
ける。

全員の進路希望
実現

SAC，SATを通して，前期課程の学習内容を確実に定着させる。

SAT一次合格者70％以上、最終達成者100％。

「学力推移」で偏差値54以上が25名以上、46以上が40名以上。

公共心・規範意識
の育成及び人権
教育の充実

他人の心の痛みがわかる生徒、感謝の気持ちを持てる生徒を育成し、いじめや不登校
のない集団づくりを行う。

「学校生活アンケート」，教員の見取り等で，いじめゼロ。

明るく元気な挨拶、教室内の整理整頓，清掃活動を充実させ、生徒の公共心を培う。 「生徒アンケート」等で肯定的申告80％。教員の見取りも加味。

職業調べや職場体験学習などにより，様々な職業について知識を得，働くことや学ぶこ
との意義を考える。また，模試や補習などを実施し，着実に進路実現ができる学力を培
う。

生徒へのｱﾝｹｰﾄ・感想などから，肯定的な評価が８割以上。

家庭訪問や面談・ＰＴＡ活動等を通して，家庭との連携をとる。学年・学級便りを定期的に
発行し学校の様子を知らせる。

学年便りの発行回数が年間３０回以上。

学力の伸長・キャ
リア教育の充実

SATに向けて基本的生活習慣を身につけさせ・学習習慣の確立を図る。

「生活記録」をもとに、家庭学習時間の目標を達成している生徒が
80％。

課題提出率90％

大学見学を実施し、進路実現に向けての意識付けを行う。 事後アンケートにより、生徒の満足度80％。

給食や清掃当番をきちんと行う。保健講座と連携し、「学校生活改
善プロジェクト」に取り組む。毎週、学年朝会を行う。

あらゆる角度から自己理解を進めたり，各種講演会や企業訪問などから働くことや学ぶ
ことの意義を考えたりしながら，各自の将来設計に目を向けさせる。

総合的な学習の時間で「大学見学」「職場見学」を行う。

学力の伸長

計画的に課題に取り組む姿勢を養い，授業の予習復習を習慣化する。また，漢検，数
検，英検などの各種検定の受検を促す。

家庭学習を２時間以上する生徒が８割以上。

毎日の課題の提出を徹底する。必要に応じて個別指導や再テストなどを実施し学力の定
着を図る。

生徒への授業アンケートで「まったくわからない」が０％。

係・清掃・給食・委員会など各自の仕事に責任を持って行い，進んで協力し合う。また，
学級・学年単位で仲間作りを意識的に組織する活動を取り入れる。

「学校生活アンケート」等で「学校生活が充実している」が８割。

家庭訪問や面談・ＰＴＡ活動等を通して，家庭との連携をとる。学年便りを定期的に発行
し学校・学年・学級の様子を知らせる。

学年便りを毎週発行する。

学力の伸長

家庭学習の時間を確保した生活リズムを各自が確立し，授業の予習復習を習慣化す
る。

終学活を利用して「その日の学習計画」を立て、実行する。

毎日の課題の提出を徹底する。必要に応じて個別指導を実施し学力の定着を図る。 課題解消のための放課後や休日学習会を周知し、定期的に行う。

係・清掃・給食・委員会など各自の仕事に責任を持って行い，進んで協力し合う。また，
学級・学年単位で仲間作りを意識的に組織する活動を取り入れる。

2／3



国語 B

B

社会 D

C

A

数学 B

A

A

A

理科 A

B

B

B

英語 B

A

A

A

B

B

A

B

保健体育 C

C

道徳 C

A

B

A

成 果

学力推移調査テスト/進研模試の事前事後指導を行う

６年間の指導計画および「Can do list」をもとに、より効果的な指導を行う。

評価Bが多かった。
国公立大学合格者が36名に達するなど、多くの生徒の進路希望が実現した。
陸上競技部、囲碁・将棋部が全国大会に、また特設水泳部が北信越大会に出場するなど、部活動でも活躍した。 B

「差別や偏見のない学校や学級」を目指し、ＨＲ等で指導する。

公共心・規範意識
の育成

全教師が協力して道徳教育を展開するため，各教科，特別活動，生徒指導との連携を
密にし，学校の重点目標や学年指導の目標を達成させられるように道徳教育の全体計
画を作成する。

全職員で全体計画を作成し，指導に生かす。

B
前期課程については，学年ごとに道徳の授業の年間指導計画を作成し，副読本や心の
ノート等を活用して道徳授業を充実させる。

道徳授業の年間指導計画を作成し、道徳授業に生かす。

人権教育、同和教育の年間計画に基づいて副読本「生きるⅣ～Ⅴ」等を積極的に活用
する。

年間指導計画に基づいて、副読本を積極的に活用する。

中高一貫教育校の特性を生かした６年間のカリキュラムを作成し，差別や偏見のない学
校・学級づくりに努める。

心身鍛錬の充実

体力の向上を重要課題として授業を展開し、生徒の体力向上を図る。 体力テストのＴスコアが全学年50以上を達成する。

C
体力テスト結果を教職員が共有し、生徒の体力向上を図る。 体力テスト結果（学年単位、部活動単位）を教職員に回覧する。

学力の伸長

朝テスト・小テストなどでつまずきを早期に発見する。

B

定期考査後，振り返り学習や補習・再テストをする。

授業公開・相互評価を行い，授業改善に努める。

英語検定を全員１回以上は必ず受検させ，各生徒に応じた対策を行う。 生徒に受験を促し、対策を行う。

朝テストの合格率が８０%以上になるように、努力させる。

補充プリント、模試ノートの提出などで十分な指導を実施する。

授業公開、相互評価を行う

授業内または課題として指導。考査ごとにテスト実施する。

授業内または課題として指導。考査ごとにテスト実施する。

十分な事前事後指導を実施する。

指導計画を見直し、より効果的な指導計画に改善する。

英語を書いて自己表現する機会を与え、考査ごとにライティングの力を計るテストを行う

英語を話して自己表現する機会を与え、考査ごとにスピーキングの力を計るテストを行う

学力の伸長

学習意欲が向上する授業展開を行い、理科好きの生徒を増やす。【前期課程】
年間20以上の実験を行い、思考力、推察力を高め、意欲向上に繋
げる。

B

後期課程の物理、化学、生物担当教員による出前講座や、後期課程の授業への体験参
加を通じ、後期課程に繋がる学習を意識させる。【前期課程】

出前講座の実施や、後期課程の授業への体験参加を実施する。

生徒の学習定着の状況をきめ細かく把握する。（躓きの早期発見）【後期課程】
授業力向上週間で実施する授業アンケートで「授業を理解してい
るか」の項目について「理解している、だいたい理解している」が
80％以上。

基礎基本の定着を目指す反復学習を行う。（振り返り学習や再テストの実施）【後期課
程】

授業力向上週間で実施する授業アンケートで「授業を理解してい
るか」の項目について「理解している、だいたい理解している」が
80％以上。

学力の伸長

朝テスト・計算プリントを実施し，基礎基本をくり返し練習させる。 朝テストの合格率が75%以上

A

生徒の学力に応じた適切な課題の提示と提出の徹底を図る。 課題提出率75%以上

数学検定を受検させる。また，その準備・対策をする。 受験者数のべ30以上，2級合格者5名以上

生徒の学習定着の状況をきめ細かく把握する。
授業力向上週間で実施する授業アンケートで「授業を理解してい
るか」の項目について「理解している、だいたい理解している」が
80％以上。

学力の伸長

小テストなどでつまずきを早期に発見する。 合格率７５％、不合格者への手当て１００％

B
定期テスト後，振り返り学習や補習・再テストをする。 実施率１００％

学力の伸長

小テストなどを実施し、教科書内容の確実な定着を図る。【前期課程】
授業・補講での指導を通し，3年生の50％の生徒がＳＡＴ本試験で
達成，追試験後に合計80％の生徒が達成する。

C国公立大学入試に対応できる実力の育成を図る。【後期課程】
授業・補講での指導を通し、５年の進研模試で偏差値58以上の生
徒数が50％以上。センター試験で７割以上得点した生徒数が50％
以上。

授業力の向上
授業スタンダード10の実践
・授業のめあてと流れの提示 ・配色・ノートを意識した板書
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